
いよいよ受験本番 頑張れ！ ３年生！！

もうすぐ２月。３年生にとっては本
格的な受験シーズンの到来です。私立
高校等の入学試験はすでに始まっており、ここまで順調
な結果を残しています。
２月１日（木）には県立高校のⅠ期選抜試験が実施さ

れます。みんなで応援していきたいと思いますので、登
下校の際などにも３年生を見かけられた時には、温かい励ましの言葉をか
けてあげてください。

冬の道路・交通事故防止について
寒波が続き、朝は路面が凍結して大変危険
です。車がスリップして大破している場面
も見られます。
歩行者には被害はなかったようですが、

これが通学路上において、登校途中の生徒
の列にスリップした車が突っ込んでもした

なら・・と思うだけでもぞっとしました。
今週立春を迎えますが、まだまだ寒い日は続くと思われます。しばらく

の間、冬期間特有の路面状況に応じた登下校の注意喚起をお願いします。
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※ 今後の主な入試日程
２月1日 (木 )･2日 (金 )県 立高校Ⅰ期選抜試験（2/1は給食なし）

２月 ６日（火）県立高校Ⅰ期選抜合格内定通知日

２月１４日（水）～１９日（月）県立高校Ⅱ期選抜出願

３月 ８日（木）・９ (金 )県立高校Ⅱ期選抜試験

３月１３日（火）卒業式

３月１４日（水）県立高校合格発表

インフルエンザ注意！
県内各地でインフルエンザが流行して

います。市内でも２00人を超える児童・生徒がインフル

エンザに感染し、出席停止者が増えています。小塩江中学

校はだいぶ落ち着いてきました。うがい手洗い、マスク着

用等の注意を払い、このままの状態を保っていきたいもの

です。ご家庭でもよろしくお願いします。



生徒会長の熊田くんと副
会長の佐久間くんの二人が
小塩江中の生徒会を代表し
て、市の議会議場に行き、
模擬議会議員として模擬議
会に出席し、質問してきま
した。

厳粛な雰囲気の中、市内の中学生の代表が集
まり模擬議会が行われました。須賀川市の施策

やまちづくりに関心を深めてもらうとともに、生徒の意見や提言を今後の市政運
営の参考にもするとのことです。
同時に、須賀川市内の中学校の生徒に、市政一般に対する質問・答弁を通して

議会や政治の仕組みについて体験的に学習し、主権者教育の一助ともなりました。

１月２９日に須賀川市社会福祉協議会へ本校での赤い
羽根募金を渡してきました。赤い羽根共同募金は、1947
年（昭和22年）に、市民の取り組みとしてスタート。当
初は戦後復興の一助として、戦争の打撃をうけた福祉施設
を中心に資金支援する活動としての機能を果たしてきまし
た。その後、社会福祉事業の推進のために活用されてきま
した。そして70年たった今、さまざまな地域福祉の課題
解決に取り組む、民間団体を支援する仕組みとして、また、
市民のやさしさや思いやりを届ける運動として、共同募金
は市民主体の運動を進めています。

廊下に設置した募金箱です。みなさんご
協力ありがとうございました。

発展途上国に継続可能な教育を行うための施設
（寺子屋）を建設するための資金援助を目的としたユ
ネスコ寺子屋運動に本校生徒会も参加しました。１月
２９日（月）、生徒会役員２名と顧問の鈴木先生が、
集まった募金と書き損じはがきをユネスコ協会へ届け
てきました。

中学生による模擬議会 1/29

赤い羽根募金

ユネスコ世界寺子屋募金

「高齢者へのサービス提供について
質問します。」代表質問に立つ熊田君

世界には、働かなければならない、学校が近くにな
い、などの理由で学校に行けない子どもが約５８０
０万人います。また、学校にいけないまま大人にな
ったため、文字の読み書きができない人が７億８１
００万人います。
世界寺子屋運動は、国連の提唱する「持続可能な

開発目標」の達成を目指し、学校に行けない子ども
たちや教育の機会のなかった大人たちに学びの場を
通じて学習の機会を提供し、自ら行動を起こせるよ
うになることをめざし活動しています。

「公益社団法人日本ユネスコ協会連盟活動レポート2015」より

支え合う こころがつなぐ 福祉の輪

よろしくお願いします。


